
－平成 29年２月定例市議会質問－ 

 

◆28番（森田卓司議員）   

皆さんこんにちは。自由民主党岡山市議団森田卓司でございます。 

 午前中の質問になるとは思っていなかったので，余り準備ができていませんでしたが。 

 きょうは松島議員がｏｎｉビジョンの話をされなくて，私はｏｎｉビジョンを見られて

いる皆様と言おうと思ったんですけれど，きょうはＷＢＣ──ワールド・ベースボール・

クラシックがあって，多分そっちのほうを皆さん見られるだろうなと思っています。 

 このことを松島議員が言われるかなと思っていたんですけれど，言われなかったから言

ったんですけれど，平成 27年９月議会でも同じようなことが，サッカーワールドカップの

アジア２次予選のアフガニスタン戦がちょうどあった日でございまして，その日に質問に

立つという，何か余りテレビには恵まれていない議員かなと思っているところでございま

す。 

 それでは，通告に従いまして質問に入らせていただきます。 

 質問に入るんですけれど，今，岡山市が移住，定住に非常に力を入れているわけでござ

いますが，他の地域に出られて結婚されて，子どもさんが生まれた方がＵターンで建部に

帰ってこようというふうな方が出てこられました。その方だけじゃなくて，岡山市内に帰

ってこられる方はたくさんいらっしゃると思うんです。もちろん移住してここに住んでみ

ようという方に対する政策もしっかりやっていかなくてはならないと思っていますが，本

当に地元をよく知っていて地元との協調性もある，そういう方が帰ってきてくださるのは

非常に我々にとってもすばらしいことだと思うので，ぜひともそういう方に対して何万円

とか上限をつけてでも引っ越し代をつけてあげればいいのではないかなと，そういうこと

を考えながらだんだん人口が減っている周辺地域の質問をさせていただきます。 

 １，周辺地域と中心地域について。 

 中心地域等での待機児童の解消等，子育て環境の整備についての質問が相次いでいると

ころです。一方，御津，灘崎，そして建部，瀬戸が合併して現岡山市になって，公立保育

園としては番町保育園に次いで福渡第二保育園が２番目に休園になる状況を迎えています。 

 福渡第二保育園は，地区住民の要望により昭和 49年に開園され，開園当時は園児も多数

であったが，近年は少子化の影響を受け，園児数も減少している状況でありました。しか

しながら，地域全体がゆったりと落ちついていて温かさがあり，園に対しても協力的で，

季節や行事に応じた体験等に積極的に参加していただくなど，地域の拠点となる施設であ

りました。また，平成 21年４月からの１年間，建部保育園園舎の建てかえのため，園児を

受け入れる等岡山市との合併事業でも多大な存在感を示したところであります。この園が

なければ本年４月 13日開園予定の（仮称）建部認定こども園の設置もできなかったと感じ

ています。 

 そこでお尋ねいたします。 



 (1）番町保育園の現状をお示しください。 

 (2）休園イコール廃園と考えるのか，来年度は福渡第二保育園の園児の再募集を開始する

のか，御所見をお示しください。 

 (3）今後の福渡第二保育園の跡地活用の方針をお示しください。 

 次に，昨年７月に町内会長等への実態アンケート調査を行い，80％の回収率であったと

のことでした。早期に集計するべきではないかとの昨年９月議会の私の質問に対して，で

きるだけ早くまとめるとの答弁でした。 

 そこでお尋ねいたします。 

 (4）調査結果の公表の方法についてお聞かせください。 

 (5）アンケート調査から町内会が抱える現状の認識と課題，今後の取り組みについての御

所見をお示しください。 

 次に，今議会公明党代表質問の中原議員の道路整備についての質問に対する答弁で，新

設幹線道路改良事業等では多くの家屋移転等の費用がかかる等々と答弁されていたと認識

しています。周辺地域では，県道平岡・小鎌線，県道掛畑・虎倉線，主要地方道建部・大

井線ほか，今後用地買収に取りかかる路線があります。来年度より機構改革が予定されて

いますが，これまで以上に用地買収等事業がスムーズに進むことを期待しています。また，

周辺地域では家屋補償等がない路線もあり，さらに耕作放棄地等になっているところも多

く，中心地域より用地費用も安く，比較的スムーズに事業が行われるものと確信していま

す。 

 そこでお尋ねいたします。 

 (6）迅速な用地買収と道路整備を期待いたしますが，いかがでしょうか。 

 ２，平成 29年度予算（案）より。 

 (1）中心市街地に設置してきた岡山歴史のまちしるべの設置を周辺地域にも引き続き進め

るとともに，新たに地域からの提案を募集する取り組みを行われています。岡山歴史のま

ちしるべ設置事業を進めていくことに私は賛同いたします。 

 そこで提案いたします。 

 周辺地域，特に合併地域，瀬戸と灘崎の場合はきれいな看板になっていると思うんです

けれど，合併地域では合併以前に設置された観光看板や案内看板が老朽化して危険であっ

たり，その役目を果たしていないものがあります。更新の必要があると思うが，いかがで

しょうか。 

 (2）先ほどの福吉議員の質問は聞かなかったことにして，コミュニティ活動推進備品修繕

助成事業についてお伺いいたします。 

 平成 29年度当初予算案の概要によると，町内会が行う地域住民の交流促進のための行事

等に必要なみこしや太鼓等の備品の修繕費用を補助すると示されています。 

 そこでお尋ねいたします。 

 この事業の具体的な内容をできるだけ詳しくお示しください。 



 (3）ごみ処理広域化対策事業について。 

 平成 25年度に岡山ブロック（岡山市，玉野市，久米南町）でごみ処理の広域化に向けた

取り組みを行っていくことで合意され，平成 26年度にはごみ処理広域化基本計画が策定さ

れ，来年度岡山ブロック全域を対象として広域処理施設の建設が可能な用地選定等の予算

案が示されています。 

 そこでお尋ねいたします。 

 ア，用地選定についての方法をお示しください。 

 イ，地域から用地を提供したいとの要望があった場合はどのような対応をするのか，御

所見をお示しください。 

 (4）学力向上推進プロジェクト事業より。 

 市長提案理由説明で小学校４年生から中学校３年生までの期間を通じて生徒一人一人が

自分の弱点を把握できるようにする，全中学校に導入する自主学習ソフトなどを利用して

自主的に学習を進めることができるようにすると表明されています。 

 そこでお尋ねいたします。 

 ア，平成 28年度中に岡山市教育委員会で独自に作成した調査問題による第１回目のテス

トの実施時期はいつごろでしょうか。 

 イ，自主学習ソフトについてどのようなものか，御説明ください。 

 ウ，弱点を把握し，克服することは重要なことではあると思いますが，長所を伸ばして

いくことも考えるべきだと思いますが，いかがでしょうか。 

 ３，防犯カメラ設置事業について。 

 この項に関しましては，担当の職員の方から町内会長にこれだけ説明したという本当に

努力されたことをお聞きしました。職員の方の御尽力に敬意を表しまして，質問は省かせ

ていただきます。 

 ４，障害者センターについて。 

 未利用地の調査結果資料によると，福祉文化会館，市民文化ホール用地は売却に向けて

アイデアを募集したが，意見がなく，いまだ方針が決定していないと認識しています。し

かしながら，将来的には処分をしなくてはならない建物であり，用地であります。 

 そこでお尋ねいたします。 

 福祉文化会館には障害者センターが併設されています。岡山市身体障害者福祉協会等の

団体から移転先を検討するように要望が出されていると思いますが，現状をお示しくださ

い。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

◎大森雅夫市長   

それでは，森田議員の質問にお答えいたします。 



 ＷＢＣはキューバ戦ですが，ちょっと壮行試合の成績が悪過ぎるんで心配しております

けども，一緒に応援しましょう。 

 私は，岡山歴史のまちしるべについての関係，周辺地域で観光案内看板が老朽化し，危

険であったり，役目を果たしていないものがあると，更新すべきじゃないかということで

あります。 

 その観光案内看板については，今年度から歴史案内看板，岡山歴史のまちしるべを周辺

地域の陣屋町，門前町，宿場町などの地区ごとに順次設置を進めているところでございま

す。また，地域にはさまざまな歴史があり，これを広く現地で紹介するよう来年度から地

域からの提案による看板設置も新たに始める予定としております。 

 私が建部に伺ったときにお話を伺ったことでありますけども，建部のそもそもの成り立

ちでありますが，池田光政公が鳥取から岡山城主に国がえするに当たって，建部地域はい

わゆる岡山藩の北部，他領と接点を有するところだったというようなことで，いわゆる警

備の要衝だったということであります。その福渡の道筋について家老の池田長政が陣屋を

構えた。やがて，その周辺に建部新町がつくられていったというようなことと理解してお

ります。 

 これもすばらしい私は歴史の成り立ちなんではないかなあというようにも思っていると

ころでございます。地域への愛着，そして地域への誇り，そういったものを高めたり，こ

ういう歴史文化を伝承するという意味からもこのような歴史看板のまちづくりの制度を利

用していただいて，例えば今の家老のそういう話も子どもたちにどんどんつなげていって

いただいたらどうなのかなというようにも思うところでございます。 

 なお，一般の歴史とか案内看板ではこの岡山歴史のまちしるべ事業に該当しないという

ような場合もあると思います。そういったときにも地域の観光協会への補助制度なども現

にございますので，そういった制度も活用していただきながら，環境整備に努めてまいり

たいと思います。 

 以上でございます。 

 

◎奥野淳子市民協働局長   

周辺地域と中心地域についての項，まず町内会長等へのアンケート調査結果の公表の方

法についての御質問にお答えします。 

 岡山市町内会長等アンケート調査結果につきましては，平成 28 年 11 月に岡山市のホー

ムページへ掲載いたしました。また，平成 28 年 12 月８日開催の連合町内会理事会に結果

を報告し，平成 29年２月５日開催の岡山市町内会長等懇談会では集計結果を冊子にし，参

加者約 300 名に配付いたしました。 

 続いて，アンケート結果から見えてきた町内会の現状の認識と課題，今後の取り組みに

ついての所見をとの御質問です。 

 アンケート結果では，町内会運営の課題として，多くの町内会長が役員の高齢化や役員



のなり手がいないことを挙げました。こうした課題を少しでも解決するために，来年度公

民館等で人づくり講座やリーダー養成講座を開催し，地域への関心を高め，地域活動の担

い手となる人材育成を図ることで町内会活動の活性化につなげていきたいと考えています。 

 以上です。 

 

◎田中克彦岡山っ子育成局長   

同じ項，番町保育園の現状についてのお尋ねです。 

 番町保育園は，３歳未満児のみを受け入れる乳児保育園として運営を行っていましたが，

長期的に定員割れの状況が続き，平成 20 年度から休園となっております。その後，南方保

育園整備中の平成 20 年７月から平成 22 年６月までの間は南方地域子育て支援センターと

して活用しておりましたが，現在は未活用の状況です。番町保育園の園舎は築後約 50 年が

経過しようとしている上，耐震性がなく，さらに駐車スペースがないなど現状のまま再度

保育園として活用することは困難です。現在，有効利用の観点から，この３月 22 日開催予

定の岡山ＰＰＰ交流広場で民間からのアイデアを募集し，最良の活用方法を関係部局を含

めて検討しているところです。 

 次に，休園イコール廃園と考えるのか，来年度は園児の再募集を開始するのか，所見を

とのお尋ねです。 

 保育園では，毎年度継続利用の児童を含めて入園の申し込みを行っていただいています

が，福渡第二保育園はことし４月に向けての園児募集の結果，利用希望者がありません。

福渡第二保育園の現在の在園児は，それぞれ希望する保育園に４月以降入園できることと

なっており，また近隣の保育園も随時受け入れ可能な状況であることから，休園もやむを

得ないものと考えています。近隣の保育園の空き状況も考慮すると，平成 30 年４月の再募

集は難しいものと考えております。 

 次に，跡地活用の方針についてのお尋ねです。 

 福渡第二保育園は，ＪＲ福渡駅や建部支所に隣接した利用価値の高い場所にあります。

今後につきましては，地域の意見も聞きながら，早期に財産の有効活用ができるよう検討

してまいりたいと考えています。 

 以上です。 

 

◎奥野淳子市民協働局長   

平成 29 年度予算（案）よりの項，コミュニティ活動推進備品修繕助成事業の具体的な内

容をとの御質問ですが，おかやま創政会を代表されての柳迫議員及び先ほどの福吉議員に

御答弁したとおり，詳細は現在詰めているところです。 

 以上です。 

 

 



◎大杉誠都市整備局長   

１の周辺地域と中心地域についての項，迅速な用地買収と道路整備への期待についてお

答えいたします。 

 議員御指摘の県道平岡・小鎌線，県道建部・大井線等については測量設計が完了し，来

年度から本格的に用地取得に取り組む予定としております。これらの路線については，整

備が急がれる重要な幹線道路として認識しており，地域の方々の御理解と御協力を得なが

らできる限り早期の用地取得と工事着手を目指してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

◎山上晃稔環境局長   

２の平成 29 年度予算（案）よりの項，ごみ処理広域化対策事業につきまして，用地選定

の方法，用地を提供したいとの要望があった場合の対応はとの御質問をいただいておりま

す。一括してお答えいたします。 

 現段階では，建設用地の選定方法は決まっておりませんが，来年度，２市１町で選定に

関する基本方針を協議した上で進めてまいりたいと考えております。 

 また，用地提供の要望があった場合につきましても，その中で対応を検討することにな

ると考えております。 

 以上でございます。 

 

◎菅野和良教育長   

同じ項，学力向上推進プロジェクト事業について一括してお答えいたします。 

 まず，岡山市学力アセスは全国学力・学習状況調査と同じ日の４月 18日に実施いたしま

す。 

 自主学習ソフトにつきましては，教員や生徒がパソコンを活用してウエブ上から必要な

問題を選択し，学習プリントを作成するものでございます。授業や宿題で一斉に使用する

こと，また生徒一人一人の課題に応じた学習プリントを作成することができ，自分の弱点

を補う個別の補充学習にも使用できます。 

 このソフトは，基礎的な問題だけではなく，応用問題も選択できる予定であり，既に身

についた学力をさらに伸ばすことにも活用できると考えておりまして，全ての中学校に導

入する予定であります。 

 以上でございます。 

 

◎森安浩一郎保健福祉局長   

障害者センターについてです。 

 障害者センターの移転先については，利用される方々への配慮が必要と認識しており，

今後とも岡山市障害者団体連合会の皆様と誠意を持って話し合いをさせていただきたいと



考えています。 

 以上です。 

 

◎田中克彦岡山っ子育成局長   

私も実際，現在の福渡第二保育園を以前拝見させていただいております。地域の中心部

にあって，非常にいいところに位置しているという印象は持っております。そういう意味

で今，議員おっしゃいましたように，ああいったいい場所にある施設，建物を今後どうい

うふうに利活用していくかというのは本当に大きな課題だと私も考えておりまして，その

ためには当然その地域の方々のニーズとか要望とか，そういったものもしっかり真摯にお

聞きしながら，我々としてどういった活用の方法があるのかしっかり考えていきたいと考

えております。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

地域のニーズと言われましたけど，地域のニーズは保育園の復活なんです。それはもう

間違いないです。 

 まず，旧建部町時代に，この言い方はよくないと思うんですが，町民の中からは非常に

評判がよくなかったというか，有効活用ができていなかった，保健福祉局になるんかもわ

からんですけれど，福寿苑という施設がございまして，そこが今は岡山市と合併した後非

常に評判がいいというか，これも言い方がいいのか悪いのかわかりませんが，そこへ行っ

ている方も，それから付近の方も市民の方もいい施設になったなというふうなことを言わ

れております。そういうふうな認識で私はいるんですけれど，それは多分岡山市のほうが

努力してこういうふうにやろうというふうな考え方ではなかったかと思うので，ぜひそう

いう提案もしていっていただきたいと思うんですけど，いかがでしょうか。 

 

◎田中克彦岡山っ子育成局長   

当然，まちの体制に対してもう少し積極的にという御指摘だと思いますので，私どもと

しましても例えばの話でございますけども，放課後児童クラブでありますとか，地域の子

育て支援センターでありますとか，そういうふうな具体的なものを幾つか提示させていた

だくとともに，地域の方々のニーズであるとか，先ほど保育園の復活とおっしゃいました

けれど，それ以外に何か，ああいういい場所，いい土地にあるところの拠点性というもの

が図られるようなことを地域の方々とも意見交換させていただきながら考えていきたいと

考えております。 

 以上です。 

 

 



◆28番（森田卓司議員）   

ありがとうございます。具体的にそういうふうなことを提案していただいて，地域でこ

ういうふうに担当局から提案も出ておるよと。それを検討していこうという話になればよ

りいいのではないかと思います。 

 これは提案になるんですけれど，委員会でも議論になったことがあるようにお聞きして

いるんですけれど，市全体の待機児童の対策として，今回あらゆる手法で待機児童の解消

をすると皆さん答弁されています。そういう中で，企業内保育とか，それから市役所の職

員の方の子どもさんが入れなかったと市長が答弁というか，そういう話もされていました

けれど，そういう方をまとめて保育バスとかで，例えば市の職員の方の子どもさんだけを

運ぶというのは市民の方の感情からいうとどうかと思いますけれど，そういうことでこち

らのほうの保育の余裕ができることであればそういうことも考えて，例えば８時半にここ

に迎えにバスで来て，国道 53号線を通って緑豊かな自然なところ，そういうところへ毎日

通って，向こうで保育を受けてこっちへ帰ってくる。それをゼロ歳児とか１歳児，２歳児

ぐらいまではちょっと無理かもわかりませんけれど，それ以上の子どもたちが行って，津

高も通りますし，御津も通りますし，建部に最終的に着きます。そういう田舎の体験とい

うか，いろんな体験ができるのは子どもたちのためにすごい情操教育というか，すばらし

いことではないかと，私自身夢のある施策じゃないかと思っているんです。そして，夢が

あって，またそういうことができれば周辺地域のモデルケースとなってああいった保育園

とか幼稚園が有効活用できるのではないかと思うのですが，これは法律的にだめなのでし

ょうか。 

 それともう一つ，一遍に聞きたいんですけれど，多分一問一答にならんと思うんで，こ

れをとりあえず答弁してください。 

 

◎田中克彦岡山っ子育成局長   

以前公明党の竹之内議員さんの御質問もあったかという記憶はあるんですが，１カ所に

ステーション的な機能を備えて，そこから目的とする園へ送り迎えするということで，こ

れは一応今，国のほうでも，特に関東周辺のほうで実際にやられている都市があると私も

認識はしておりますので，特に違法性があるとか，ルール違反であるとかということはな

いと思います。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

そういうことで，地元の意見を聞くというだけではなくて，積極的に早い段階で今の福

渡第二保育園が保育園としてが一番ですけれど，それは今言われたようにちょっと子ども

の数もあって無理かもわかりませんから，先ほど言われたような形で早期の活用ができる

ようにしていただきたいと思います。 



 次に，町内会長さんに対するアンケートでございます。 

 余り細かくとは言いませんけれど，今私もアンケートをホームページから引っ張って見

たんですけれど，区ごとぐらいにアンケート結果をまとめてはいかがかと思いますが，そ

れはされていますでしょうか。 

 

◎奥野淳子市民協働局長   

現在，区ごとに集計をまとめております。設問によってはある程度各区の特徴が見えて

いるものもございます。また，同じ区の中でもそれぞれ地域でさらに特徴があると思われ

るものもあることから，先ほど答弁いたしました公民館等での実施を予定しています人づ

くり講座やリーダー養成講座，そうした今後の取り組みにも生かせるようにさらに分析し

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

その中で，北区は広いですよね。例えば北区で一つにまとめても，結局今の全市でやっ

たのと同じような形になると思うんですが，どこかで線引きするようなことを考えるべき

だと思うんですけれど，いかがでしょうか。 

 

◎奥野淳子市民協働局長   

先ほど答弁いたしましたとおり，いろいろな講座での活用を考えておりますが，やはり

地域の課題を捉えた上で講座の実施ができたらと考えておりますので，御指摘のようにあ

る程度の区域に分けるとか，あるいは中学校区での課題が浮き彫りになるようなものにな

るとか，そういった分析を今後工夫していきたいと考えております。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

これ，何回も言っているんですけれど，本当に 1,800 以上ある町内会で 80％アンケート

を返してくださるということは，町内会長さんも本当に真剣に考えられていると思います。

こういう情報によって先ほどの太鼓とか，ああいう予算計上するようなことになるんかな

と思うんですけれど，そういう情報を全庁的に共有するべきではないかと思いますが，い

かがでしょうか 

 

◎奥野淳子市民協働局長  

 今もこの結果は岡山市職員共通システムの掲示板に掲載したほか，集計結果をまとめ

た冊子は各区役所に送付しておりますので，今後もこういったものを参考に活用してもら

えればと思っております。 



 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

ありがとうございます。 

 では，道路整備についてでございますが，中心市街地とか中心部ではやっぱり用地確保，

相当金額も高いですから，難しいと私自身も思うところでありますが，中山間地域である

御津とか建部とか，周辺地域になると田んぼなんかやるけん道路つくってくれと言われる

人もおられるんです。何ぼでも使うてくれと言われます。そういうところで，やはり周辺

地域が寂しゅうなったなとか，さっきの保育園の話でもなくなるのは寂しいなと言われる

人が大勢おられるわけですが，やっぱり物ができるのは非常に地域の方にとって元気にな

るというか，活力が出てきます。ですから，道路整備とか，そういうふうに物ができてい

く，進んでいくということは，地域のみんなに元気でやっていこう，元気を出してやって

いこうという意味では非常に大切なことだと思うんです。スピード感を持った事業の展開

をお願いしたいと思いますが，もう一度都市整備局長よろしくお願いします。 

 

◎大杉誠都市整備局長   

道路の整備についてはスピード感を持って対応してほしいという御要望でございますが，

これについては先ほども御答弁させていただいたとおり，地域の方々の御協力と御理解を

得ながらできる限り早期の工事着手，それから供用を目指して対応していきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

地域は必ず協力してくださると思いますので，よろしくお願いします。 

 看板について，市長が言ってくださったんですけれど，観光看板とか案内看板，岡山市

が所有している看板についてもう少し詳しく局長，説明していただければと思います。 

 

 

◎山本修司経済局長   

観光案内看板につきましては，合併地区を初めとしまして市内全域に数多く設置されて

おります。これまでも看板自体の老朽化ですとか，記載情報が古くなった場合，あるいは

多言語化が必要になった場合，そういう必要に応じて更新等を行ってきておりますので，

こういったことはこれからも継続して取り組んでまいりますし，先ほどの市長答弁にござ

いましたように，岡山歴史のまちしるべの活用による再整備，あるいは各地区観光協会の

補助金を活用した地元主体の取り組み等，いろんな形で地元の環境整備に努めてまいりた

いと考えております。 



 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

障害者センターについてであります。 

 他人事のような答弁だったんですけど，今さらですが，障害者センターは岡山市が責任

を持って場所を探されるのでしょうね。 

 

◎森安浩一郎保健福祉局長   

移転先については今後とも話し合いをさせていただいて，移転先を考えていきたいと思

います。 

 以上です。（「答弁になっていなかった」等と呼ぶ者あり） 

 責任を持って，誠意を持って話し合いをさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

◆28 番（森田卓司議員）   

いつまでも先送りすることはよくないので，もう一度しっかりとした対応をお願いした

いが，もう一回だけ答弁をお願いします。 

 これで私の質問を終わらせていただきます。 

 

◎森安浩一郎保健福祉局長    

具体的に場所の選定とかはまだできておりません。引き続きよく話し合いをさせていた

だいて，適切な場所，適切な施設というものを考えていきたいと思います。 

 以上です。 


